
 

「コロナ禍から」 
                        「じねんじょを育む会」 会長 池内 京子 

 

突然のコロナ騒ぎから早くも 1 年が過ぎました。日々の情報に困惑と不安が拡がり、私たちの日常

生活は一変しました。都市部のことと思っていた感染者が遂に県内から市内へ、ごく身近に及び、自

粛生活を余儀なくされています。 
 

重いしょうがいのある方、そのご家族は、日々さぞ不安な思いをされていることでしょう。そんな

中、しょうがい者施設、高齢者施設は閉所することなく営まれており、関係の皆様はどんなに神経を

遣われて従事されておられることかと、心から敬意を表し感謝を申し上げます。 

入所の方は面会もお正月帰省もできず、家族の顔を見られない状況をどのよう 

に受け止めておられるでしょうか？ ことばや行動で伝えられない方は不安の  

塊であろうと心配は尽きません。認知症で高齢者施設に入所しておられる知人 

のお母さんは、家族に会えない日が続いてやっとガラス越しの面会ができた時 

には、娘である知人の顔をすっかり忘れてしまっておられたと聞きました。会え 

ない時間は悲しい結果の引き金になるのだと思うといたたまれません。    《妖怪 あまびえ》              
 

元来、人は、人と密に接して友情や愛情を育み、人間関係を作り、世の中を円滑に進める術を学ん

でいくものではなかったでしょうか？ そこに目標も希望も生まれ未来を語る場がありました。三密

は人が人たる証とも言えるものです。それをするな！ 接してはならぬ！ との厳しいお達し。しか

も、従順に耐えている多くの人がいる一方で、思慮なく平気で破る人たちもいる。コロナそのものへ

の対処より、改めて人の心のあり方が問われている、それが本当の課題ではないかと感じていま

す。  
 

私は「夜明けの来ない日は無い」「冬は必ず春に向かう」と信じます。良かれと示された道に従い、

来るべき日に備えて「花が咲いたらこうもしよう、ああもしよう」と明るい話題を考えましょう。会え

ない方達と連絡を取り元気を分け合いましょう。私自身の行く先はもうそんなに長くはありません

が、以前お話した坂村真民さんのように、「あとからくる者のために我慢をし、力を蓄えておこう。今、

自分のできることをしておこう」と思います。早や道や特効薬はありま 

せんが、悩まず、落ち込まず、愚痴を言わず、争わず、しっかり食べて 

眠って心身の健康を維持し、諦めない気持ちを持ち続けたいと思います。 
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成人を祝う会 

 「成人おめでとうございます」 

「じねんじょ４階ホール」を会場に、 

メンバーの保護者と共に「成人を 

祝う会」を行いました。 

(コロナ禍での開催) 

本人から楽器演奏など 

を披露し、親御さんから    

の「おめでとう！」の言 

葉に笑みを浮かべる様 

子が見られました。 

育む会からは、ご自身の

印鑑をプレゼントさせて頂きました。 

令和２年度「じねんじょを育む会」総会書面決議結果について（ご報告） 

２０２０年７月２８日付けで報告をさせて頂きましたが、改めてご報告いたします。 

１ 総会成立の要件確認 

会員数１１０名のうち書面表決書回収数８２名（回答率 74.5%） 

２ 各議案の賛否確認 

第１号議案 令和元年度事業報告・会計報告について  ・賛成（承認） ８２名 

第２号議案 令和２年度事業計画・収支予算について  ・賛成（承認） ８２名 

○書面表決書８２枚について、すべての議案において賛成８２票 

上記のとおり、すべての議案について可決されましたのでご報告いたします。 

皆さまには、これからも「じねんじょを育む会」の活動につきましてご理解とご協力を賜りますよう何卒よろし

くお願い申し上げます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

〇「じねんじょを育む会」会員のみなさまへ 

平素より、本会の活動にご協力いただき誠にありがとうございます。さて、当会は社会福祉法人じね

んじょが行う各種の事業が円滑に運営され、ひとりでも多くの障がいを持

つ皆さんが安心して利用ができ、より豊かな活動ができますよう支援をさ

せていただいています。これからも、継続また入会のご紹介をいただきま

すようお願い申し上げます。      （http://www.jinenjo.or.jp） 

馬関まつり 

新型コロナウイルスの影響で第４３回馬関

まつりが中止となりました。例年では、活動

の助成をしていましたが、執行はできません

でした。 

昭和 53年に「市民祭」から「馬関まつり」

と命名され、ここから新たな市民のまつりと

しての歴史が始まりました。下関市民に夏の

終わりを告げる風物として４６年受け継がれ

てまいりましたが、感染予防ということで中

止になりました。 

※「じねんじょ」

ホームページに

「育む会」を掲載

しています。 

ご覧下さい。 

感謝‼ 
 会員のみなさんのご支援 

ありがとうございます。 


